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11巨大頚部膿噂 か ら両側膿胸に至 った 1症例

の治療経験

小鯵 伸- ･津野 書裕
輿椙 建部 く凍原郷病院外科)

E3腔押関頭内感染症より巨大頚部膿癌を形成 し,両側膿

胸,脳腺癌に至った症例を経験 した.膿胸は縦隔を介さ

ない胸膜-の直接浸潤あるいは胸膜直下の敗血症性肺塞

栓からの波及が考えられた.膿胸治療の基本は有効抗生

剤投与と横棒的排膿であり,奉症例 も起因菌同定前は嫌

気性菌感染を考慮 した多剤餅欄を行い,同定後は感受性

+ †･Jtjン加1-仁丹食塩水洗浄を併用 した.画像上胸膜肥

厚を認めたが胸腔内をこ死腔はなく,肺拡張も良好であり

肺剥皮術等の手術を要さず保存的治療のみで治癒 Lた.

急性膿胸は抗生利治噂し'1発達に伴い滅/i,したか.保存的

治療に成功せず慢性化 した症例では外科的治療の対象と

なるため適切な初期治療が必要である.

2)切除 し得た乳癌脳転移2症例の治療経験

彦
孝
三

和
直
鰹

田
村
島

角
岡
田

●
●
●

史
真

二
治

行

李

明
昭
隆
寛

雅

頃
間
桑
田

田

山

桑
草
若
和

広

外

頂 欝赤十字病院)

ぐ 同 小児外科)

( 同 脳外科)

転移性堪痩癌の原発療頻度を見ると,乳癌は肺癌に次

いで第 2位を責める. しかし,乳癌磁転移患者の治療報

告は肺癌をこ比べ少ない.乳癌脳転移患者では,脳転移巣

に対 し手術摘出と術後放射線治療を行っているが,その

治療には難渋することが多い▲

乳癌脳転移の自験例を中心に文献的考察を含めて検討

したので報告する,

3)右下腹部痛を主訴 をこ来院 した十二指腸球後
部濃塙守通し7)1桐

油未 達 ･山田 明

症例は47才男性,着下腹部痛を主訴をこ来院.右下腹部

を中心をこ右季肋部におよぷ圧痛と筋性防御を認めた.過

部単純Ⅹ線では右上腹部に異常ガス像を認軌 CTにて

右側腹部から大動脈左側をこ至る後腹膜腔に広範な膿癌の

存在を認めた.同日急性虫垂炎,十二指腸液癌穿孔を疑

い手術施行.虫垂には異常を認めず,回盲部より上行結

腸,十二指腸球部に至る後腹膜腔に膿藤が存在 した.回

盲部より壁側腹膜および十二指腸を剥離授動 し腹腔内蔵

器を観察するに,十二指腸球後部後壁の濃癌がパンチ ド

アウトを宴 しており,これによる穿通性後腹膜炎と診断

された.穿孔部を大網充填にて間耕 し ドレナージを行

なった.

右下腹部痛を主訴とするなど急性虫垂炎との鑑別を要

した十二指腸球後部激痛穿通症例を経験 したので報告す

ら.

4)腹部外科手術複 をこ於 緒 る胃療造語の意義

詣 若造 書武藤 一朗 ∈繁昌赤平開 院)

経鼻胃管は患者に苦痛を与えるのみならず術後合併症

を誘発することがある.今回我々は術後胃内容排醒遅延

を来す鰐,胆道癌の観治手術例をこ対する習癖造設の意義

を検討 した.1991年 1円より1991年1OF]までに肺頭十

二指腸切除術叉は胆管切除術幸R2 リソバ節郭清が施行

された17例を対象とし,経鼻胃管が挿入 された8例と胃

虜が造設された9例とを比較 した.胃内容緋鯉遅延症状

は胃療群で44%に比 し,経鼻胃管群は88%と高率であっ

た℡胃塵は位置変更困難による流出不良のある反面,長

期間の留置が可能で開放閉鎖が容易であり,治療,栄養

目的にも利用できる者Ijl桑があった,胃療造詮は経鼻胃管

と比較 し苦痛が少なく,豊橋な合併症 もないことから,

胃内容緋鯉遅延を来す症例をこぼ併施を考慮すべきと考え

られた.


